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（仮称）子ども発達支援計画行動計画 2024～2026 に関する第 2回検討部会からの変更点 

田部井 部会員ご指摘内容 

教育センターで相談を受けた児童虐待の相談件数について、ここから「支援が必要な子どもがどのような状況か」をどう読み込んだ

らいいのか。 

変更前（11/6 検討部会時点） 変更後 

 

本計画の支援対象となる相談項目に限定し掲載しました。（行動

計画原案 20 ページ） 
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酒井 部会員ご指摘内容 

「子どもの意見」に関するコラム。町田の丘学園生徒の意見（「発達支援のイベントや、障がい者スポーツ教室のプール等のイベント

が嬉しく、楽しかった」「車いすを使っていて、斜めになるところが多くある」等の意見があがりました。）について、先ほどお話にあっ

たように「斜めになっているところがあり、お店に入れなかった」等の具体的な例をここで挙げてもらったほうが良い。 

変更前（11/6 検討部会時点） 変更後 

 ご提案のとおり生徒の発言の具体例を追記しました。（行動計画

原案 26 ページ） 
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下尾 部会員ご指摘内容 

特に障がいのあるお子様への聴き取りは、今後も継続して行っていくことが大事だと思う。 

変更後 

ご指摘の点を市としても認識しており、今後、各事業を実施していく中で、子ども本人

の意見の把握に努めていくことをコラムに記載しました。（行動計画原案 26 ページ） 
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鈴木 部会員ご指摘内容 

「子ども発達センターの保育所等訪問支援」の内容にある「「集団生活適応のための支援」という表現について、「適応する」というよ

りは「集団生活を子ども自身が過ごしやすくなる為の支援」というような文言が適切と考える。 

変更前（11/6 検討部会時点） 変更後 

 ご指摘を踏まえ、文章を見直しました。「（行動計画原案 44、67、

74 ページ） 
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森山 部会員ご指摘内容 

子ども発達センターの医療体制の充実について、行動計画のどこかに入れて欲しい。第４章の取組「子ども発達センターの民間活力

導入」の振り返りの項目で少し出ているが、取組方針の項目にも入っているとよい。 

変更前（11/6 検討部会時点） 変更後 

 ご指摘を踏まえ、振り返りにある医療の経験や実績のある事業者

に対するヒアリングを、第三期も継続実施することを取組方針に記

載しました。（行動計画原案 45 ページ） 
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鈴木 部会長ご指摘内容 

「高校生療育体験ボランティア事業」について、「高校生が実施している」「子どもの声を聴いて実施している」ことを書くと読み手

の目を引くのではないか。 

変更前（11/6 検討部会時点） 変更後 

 

 

 

企画立案について、高校生自らが参画していることを追記しまし

た。（行動計画原案 76 ページ） 
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その他の変更点 

（１）２０２３年１２月に制定した「子どもにやさしいまち条例「（まちだコドマチ条例）」に関する説明文を充実させため、33 ページに

示す［基本施策］は、条例で示された４つの子どもの権利を受けたものであることをフロー図で補足しました。また、［基本施策］

を 4つの子どもの権利を踏まえ文言を一部見直しました。 

 

（２）障がいの有無に関わらず、あらゆる子どもが一緒に遊べる遊具を公園に設置する「インクルーシブ遊具広場整備」をⅢ-2-（1）

に新規取組として掲載しました。（行動計画原案 77 ページ） 

 
 

（３）地域の団体や有志ボランティアの「分け隔てなく、子どもや家族が集える場・家族同士が交流できる場」づくりの取り組みを紹

介するコラムを掲載します。（行動計画原案 78 ページ） 

 

（４）その他、データや文章の一部見直しを行いました。 


